
今月の表紙 平成28年津別町成人式 ～式に臨んだ新成人のみなさん～

まちの話題 平成28年津別町成人式を開催 43名が大人の仲間入り

防災・防火に万全の備えで 消防出初式が行われる

温故知新

兄弟みんなで家業を支える

達美 浜口直子 さん

特 集 平成26年度決算 津別のまちの家計簿



平
成

年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

億
５
３

26

61

４
６
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
2
・
0
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
交
付
税
、
繰
入

金
等
の
減
が
、
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大

き
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
、

年
度
で
は

億

26

27

４
１
５
８
万
円
で
歳
入
全
体
の

・
６
％
を
占

44

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や
地
方

譲
与
税
等
の
交
付
金
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
措
置
さ
れ
た
町
債
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源

は

・
４
％
に
な
り
ま
す
。

81残
り
の

・
６
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

18

付
し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町

税
の
総
額
は
５
億
７
９
５
３
万
円
で
一
人
当

た
り

万
２
１
５
９
円
の
納
付
額
に
な
っ
て

11

お
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
基
金
か

ら
２
億
１
３
７
万
円
を
取
り
崩
し
、
歳
入
の
不

足
分
を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、

億
５
０
０
１
万

60

円
で
対
前
年
比
３
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

民
生
費
は
、
児
童
福
祉
費
の
増
に
よ
り
８
億

１
１
９
５
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
は
、
地
域
振
興
費
及
び
総
務
管
理
費

等
の
減
に
よ
り
８
億
５
１
８
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
小
学
校
費
及
び
中
学
校
費
等
の

減
に
伴
い
、
４
７
７
４
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、

町
が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の

償
還
額
で
す
。
歳
出
の
８
・
６
％
と
負
担
割
合

が
大
き
い
状
況
で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は

過
ぎ
て
い
る
た
め
、
毎
年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

※

対
前
年
比
が
大
き
い
項
目
の
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平
成

年
度
決
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

26

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
が
完
成
し
ま
し
た

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

平
成

年
度
決
算

26

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡是

正を目的に、国税の所得税、法

人税、消費税、酒税など、それ

ぞれ一定割合の額を国から交付

されるお金。

■国・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負担

金、委託金、補助金。

■町債

町が事業を行うために借りたお

金のほか、地方交付税減による

財源不足を補うため措置された

臨時財政対策債が含まれる。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動車

税、たばこ税、入湯税など。

■繰入金

目的の事業を行うための財源及

び財源不足を補う目的で、町の

貯金である基金を取り崩して一

般会計に入れたお金。

歳 入（一般会計）

総額 61億5,346万円
町民一人あたりの町税の納付額 112,159円

（平成27年3月31日現在 人口5,167人）

地方交付税

27億4,158万円

（44.6％）

自主財源
18.6％

依存財源

81.4％

国・道支出金

10億7,564万円

（17.5%）

町 債

10億2,695万円

（16.7％）

その他

1億6,214万円

（2.6％）

地方譲与税、

地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、

地方特例交付金など

町 税
5億7,953万円

（9.4%）

分担金その他
2億1,036万円
（3.4%）
分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金

グラフ １

諸収入 1億4,725万円（2.4%）

繰越金 864万円（0.1%）

繰入金 2億137万円（3.3%）

■民生費

児童福祉費の認定こども園整備事業の増により対前

年比87.2％の増。

■総務費

地域振興基金積立金、公共交通確保対策事業基金積

立金等の減により対前年比41.5％の減。

■衛生費

地域医療維持助成等の減により対前年比6.1％の減。

■土木費

道路橋梁費の雪寒建設機械導入事業等の減により対

前年比2.5％の減。

■農林業費

農山漁村活性化対策整備事業等の増により対前年比

2.5％の増。

■公債費

償還完了等に伴う過疎対策事業債等の減により対前

年比8.0％の減。

■教育費

小学校施設整備事業等の減により対前年比8.6％の

減。

■消防費

防災対策経費の減により対前年比10.0％の減。

■議会費

議会運営経費の減により対前年比0.1％の減。

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険

事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
の
５
事

業
会
計
と
、
企
業
会
計
で
あ
る
上
水
道
事
業
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
（
表
１
・
２
参
照
）。

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
不
足
分
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
上

水
道
事
業
を
除
く
５
事
業
会
計
に
、
法
定
繰
り

出
し
を
含
め
て
４
億
８
４
９
９
万
円
が
繰
り

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。
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歳 出（一般会計）

総額 60億5,001万円
町民一人あたりの経費 1,170,895円

（平成27年3月31日現在 人口5,167人）

農林業費
5億4,027万円
（8.9%）

議会費 7,273万円（1.2%）

商工費 6,256万円（1%）

労働費 103万円（0.0%）

民生費

17億4,273万円

（28.8%）

総務費

11億9,853万円

（19.8％）衛生費

6億1,534万円

（10.2%）

グラフ ２

土木費

5億6,654万円

（9.4%）

公債費
5億1,688万円

（8.6%）

教育費

5億450万円

（8.3%）

消防費

2億2,890万円（3.8%）



意
見
交
換
会
の
内
容

意
見
交
換
会
は
次
の
内
容
で
開
催
し
ま
し

た
。

臼
説
明

開
催
趣
旨
及
び
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生

プ
ラ
ン
の
検
討
概
要
に
つ
い
て
（
津
別
町

役
場
産
業
振
興
課

参
事

小
南
雅
誉
）

渦
情
報
提
供
１

地
域
資
源
と
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
で
検
討
す
べ
き
こ
と

（
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
〈
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
〉
セ
ン
タ
ー
長

工
学
博

士

大
友
詔
雄
氏
）

嘘
情
報
提
供
２

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
域
現
実
サ
イ
ズ
で

の
熱
利
用
・
熱
電
併
給

（
サ
ス
テ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締

役
社
長

山
口
勝
洋
氏
）

唄
意
見
交
換

進
行
（
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境
管
理
協

会

壁
谷
武
久
氏
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

（
大
友
詔
雄
氏
、

山
口
勝
洋
氏
、
竹
俣
信
行
副
町
長
）

意
見
交
換
会
の
趣
旨

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
（
環
境

省
事
業：

平
成

年
度
「
低
炭
素
・
循
環
・

27

自
然
共
生
」
地
域
創
生
実
現
プ
ラ
ン
策
定
事

業
）
の
策
定
に
あ
た
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
外
部
専
門
家

２
名
を
招
き
、
検
討
中
の
プ
ラ
ン
を
参
加
者

に
示
す
と
と
も
に
、
外
部
専
門
家
か
ら
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
地
域

資
源
を
活
用
し
た

事
業
の
事
業
化
に

あ
た
っ
て
の
合
意

プ
ロ
セ
ス
や
資
金

確
保
、
さ
ら
に
は

官
民
の
連
携
や
担

い
手
育
成
な
ど
持

続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
実

践
的
な
活
動
事
例

に
つ
い
て
も
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、

町
民
な
ど
参
加
者

と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ

ラ
ン
の
検
討
概
要

津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
で
目
指

し
た
い
も
の
は
、
１
点
目
と
し
て
、
化
石
燃

料
に
頼
ら
な
い
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
低

炭
素
社
会
の
形
成
。
２
点
目
と
し
て
、
既
に

丸
玉
産
業
珂
で
実
現
さ
れ
て
い
る
事
例
を
参

考
と
し
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
。
３
点
目
と
し
て
、
林
地
未
利
用
材
等
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
用
促
進
で
す
。

す
べ
て
関
連
し

た
内
容
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
３
点
を

目
標
と
し
た
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検

討
委
員
会
に
よ
る

検
討
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、
先
進

地
現
地
調
査
等
か

ら
、
現
在
検
討
し
て

い
る
プ
ラ
ン
の
内

容
に
つ
い
て
で
す
。

ま
ず
、
大
き
な
１

点
目
と
し
ま
し
て
、

津
別
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
実
態
等
に
基
づ
く
C

O
2
削
減
量
や
地
域
資
源
利
用
量
等
の
基
本

目
標
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
設
定
し
た
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
た
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
設
定
と
し
て
、
ま
ず
、

津
別
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
津
別
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
町
内
か
ら
発
生
す
る
木

「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す
意
見
交
換
会
開
催
！

平
成

年

月

日
に
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を

27

12

14

53

得
て
「『
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
』
を
目
指
す
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
報
告
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
開
催
趣
旨
及
び
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
の
検
討
概
要
と
、
外

部
有
識
者
２
名
か
ら
の
情
報
提
供
の
う
ち
一
つ
を
報
告
し
ま
す
。

意見交換会の開催状況

質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
一
極
的
に
収
集
・
管

理
し
、
各
施
設
が
必
要
と
す
る
燃
料
や
材
料

に
加
工
し
、
販
売
す
る
と
い
っ
た
機
能
を
有

す
る
公
民
連
携
し
た
機
関
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備
時
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
自
足
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
「
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会
」

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
複
合
施
設
や
そ
の

周
辺
施
設
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る

公
営
住
宅
へ
の
熱
供
給
や
農
業
ハ
ウ
ス
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
新
た

な
農
産
物
の
栽
培
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
津

別
町
な
ら
で
は
の
地
域
振
興
を
図
る
プ
ラ
ン

策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ૂ
༭
೹
ރ
⃷

地
域
資
源
と
し
て
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
活
用
で
検
討
す
べ

き
こ
と
！

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

〈
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
〉

セ
ン

タ
ー
長

工
学
博
士

大
友
詔
雄
氏

《
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
は
》

北
海
道
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
16

年
前
に
設
立
。
地
域
に
仕
事
を
作
り
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
道
内
外
の

自
治
体
の
自
然

60

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
計
画
づ
く
り
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
を
行
う
。
特

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
実
績
を
積
み
「
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
化
工
場
」
を
道
内
５
地
域
に
設

立
。

《
地
域
内
経
済
（
自
立
）
循
環
》

地
域
内
経
済
循
環
の
確
立
の
た
め
に
は
、

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
っ
か
り
と

は
た
す
こ
と
。
そ
し
て
、
実
証
技
術
を
使
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
検
討
す
べ
き
こ
と
は
何
か
》

臼
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
あ
る
か
。

渦
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
あ
る
か
。

嘘
需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
う
取
る
か
。

唄
合
意
は
得
ら
れ
る
か
。

《
最
初
に
準
備
す
べ
き
こ
と
》

最
初
に
準
備
す
べ
き
こ
と
は
、
何
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

・
人
（
地
域
の
核
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
る

人
）

・
金
（
原
資
を
作
り
出
す
方
法：

エ
ネ
ル

ギ
ー
代
を
地
域
資
源
で
置
き
換
え
る
）

・
も
の
（
地
域
資
源
・
需
要
施
設
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
施
設
な
ど
）

《
公
共
施
設
で
使
う
こ
と
》

自
治
体
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
本
的
需
要

者
で
あ
る
。
事
業
を
や
る
と
き
町
の
持
ち
出

し
が
多
く
事
業
が
上
手
く
い
か
な
い
と
言
わ

れ
が
ち
だ
が
、
地
域
資
源
を
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
業
性
と
し
て
は
し
っ

か
り
成
り
立
つ
。
決
し
て
町
財
政
を
圧
迫
す

る
も
の
で
は
な
い
。

《
津
別
町
へ
ひ
と
こ
と
》

津
別
町
の
条
件
は
、
道
内
の
自
治
体
で
も

極
め
て
可
能
性
を
有
す
る
優
れ
た
中
味
を
持

つ
自
治
体
で
あ
り
、
公
民
力
を
あ
わ
せ
て
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
次
号
（
３
月
号
）
に
て
情
報
提
供
２
と
意

見
交
換
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－２１５１（内線241）

人 口

世帯数

※地方集計のため、総務省が公表する人口速報集計と相違があり得る。

※世帯数及び人口は、集計方法が異なるため、自治会員数など他の資料と差が生じる場合があります。

自治会別世帯数と人口（地方集計） 単位：人・戸

国勢調査の世帯数と人口の推移

平
成

年
国
勢
調
査
人
口
等
集
計
結
果

２７

௸༭

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成

年

月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
地
方
集

２７

１０

計
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
津
別
町
の
人
口
は
５
０
０
８
人
、
世
帯
数
は
２
２
３
１
世
帯
で
す
。

【
津
別
町
の
人
口
は
５
０
０
８
人
、
５
年
前
調
査
か
ら

％
減
】

１１

今
回
の
地
方
集
計
に
よ
る
津
別
町
の
人
口
は
５
０
０
８
人
で
、
前
回
、

平
成

年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
６
３
８
人
、

％
の
減
少
と
な
り
ま

２２

１１

し
た
。

人
口
が
最
も
多
か
っ
た
昭
和

年
の
１
万
５
６
７
６
人
と
今
回
を

３５

比
較
す
る
と

％
の
人
口
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６８

【
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
人
口
の
減
少
が
拡
大
】

自
治
会
別
で
見
る
と
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
は
、
旭
町
第
１
、

旭
町
第
２
、
達
美
町
、
活
汲
第
１
、
高
台
第
２
、
上
美
都
、
双
葉
、
木

樋
、
布
川
、
相
生
第
２
の

自
治
会
で
す
。

１０

逆
に
人
口
減
少
の
大
き
く
進
ん
で
い
る
地
域
は
、
豊
永
第
３
、
高
台

町
、
緑
町
第
２
、
活
汲
中
央
、
共
和
第
２
、
旭
町
第
３
の
自
治
会
で
す
。

豊
永
第
３
で
は

人
で

％
、
高
台
町
で
は

人
で

％
と
大
き
な
減

７５

２６

５４

３７

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
世
帯
数
は
前
回
の
５
・
６
％
減
、
平
均
世
帯
員
数
も
減
少
】

世
帯
数
は
、
２
２
３
１
戸
で
前
回
調
査
の
２
３
６
４
世
帯
と
比
較
す

る
と
５
・
６
％
、
１
３
３
戸
減
少
し
ま
し
た
。

前
回
の
調
査
に
比
べ
減
少
率
が
高
い
の
は
緑
町
第
３
（

戸
・

％
）、

２１

３８

高
台
町
（

戸
・

％
）、
本
岐
市
街
（

戸
・

％
）、
相
生
中
央

３１

３６

１１

２７

（

戸
・

％
）、
活
汲
中
央
（

戸
・

％
）、
豊
永
第
３
（

戸
・

１０

２０

１４

１７

１８

１４

％
）、
旭
町
第
３
（

戸
・

％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１２

１１

１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
世
帯
員
数
は
２
・
２
人
で
、
核
家
族
化
と
と

も
に
少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
や
就
職
・
進
学
な
ど
に
よ
る
若
年
者

の
流
出
、
高
齢
者
の
長
期
入
院
な
ど
の
増
加
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

こ
の
調
査
は
今
後
、
国
（
総
務
省
統
計
局
）
に
お
い
て
、
人
口
構
成

や
産
業
、
就
業
構
造
な
ど
の
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
今
後
の

国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
計
画
の
策
定
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
年
度
1
月
ま
で
の
概
況
は
、
下
草
の
旺
盛

な
成
長
、
カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ
の
発
生
、

月
の
大
雪
な
ど
が
あ
り

11ま
し
た
が
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
の
実
証
試
験
を

行
う
な
ど
、
新
た
な
方
向

へ
前
進
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
有

林
管
理
に
お
い
て
は
、
植

付
で
乾
燥
が
心
配
さ
れ
た

も
の
の
、
根
つ
き
が
良
く

ほ
ぼ
枯
損
が
発
生
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
間
伐
事
業
で

は
優
良
な
ト
ド
マ
ツ
、
エ

ゾ
マ
ツ
を
出
材
し
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
、
道
内
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
稼
動
等
、
林
業
を

と
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
く
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
有
林
事
業
も
変
化
に
適
応
し
、

津
別
町
の
森
林
林
業
、
木
材
産
業

へ
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
植
付
事
業
で
は
、
株
式

会
社
ニ
ト
リ
様
の
「
ニ
ト
リ
北
海

道
応
援
基
金
」
に
よ
り
多
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
ご
支
援
を
励
み
に
、
来
年
度

以
降
も
よ
り
良
い
森
林
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
６
０
）
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平
成

年
津
別
町
成
人
式
が
、
１
月

日
に
中
央

28

10

公
民
館
で
執
り
行
わ
れ
、
新
成
人

名
が
大
人
の
仲

43

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
松
平
範
慶
教
育
委
員
長
の
式
辞
に
続
い

て
、
佐
藤
多
一
町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
ら
来

賓
の
方
た
ち
か
ら
新
成
人
に
向
け
て
祝
辞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人
代
表
の
大
竹
駿

二
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

小
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
お
祝
い
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
も
あ
り
、
出
席
者
に
と
っ
て
心
に
残

る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
５
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別

消
防
署
と
津
別
消
防
団
に
よ
る
合
同
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
開
会
式
を
行
い
、
続
い
て
消

防
署
員
並
び
に
消
防
団
員
が
、
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
車
両
を
伴
い
役
場
庁
舎
前
を
観
閲
行
進
し

ま
し
た
。
こ
の
後
、
町
民
会
館
に
会
場
を
移
し
て

表
彰
状
の
伝
達

式
が
執
り
行
わ

れ
、
式
に
臨
ん

だ
消
防
署
員
・

団
員
た
ち
は
、

一
年
の
始
ま
り

に
あ
た
っ
て
火

事
や
災
害
か
ら

地
域
の
人
命
と

財
産
を
守
る
決

意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

平
成

年
津
別
町
成
人
式
を
開
催

28
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

43

防
災
・
防
火
に
万
全
の
備
え
で

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

第

回
新
春
書
初
席
書
大
会
（
主

49

催

津
別
町
商
工
会
青
年
部
）
が
、

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
町
内
の
小
中
学
生
が
半
切
紙
を

前
に
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
は
つ
ひ
」「
わ
か
く

さ
」「
早
春
の
光
」
な
ど
学
年
別
に
定

め
ら
れ
た
課
題
の
書
に
取
り
組
み
、

手
本
を
見
な
が
ら
丁
寧
な
筆
遣
い
で

仕
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。

続
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
入
賞
作

品
は
網
走
信
金
津
別
支
店
、
北
見
信

金
津
別
支
店
、
津
別
郵
便
局
、
中
央

公
民
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
へ
の
思
い
を
筆
に
込
め
て

第

回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

49
１
月

日
、
地
域
お
こ
し
協
力

１４

隊
員
と
し
て
着
任
し
た
藤
原

世
利
子
さ
ん
に
、
佐
藤
町
長
か
ら

よ
り
こ

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
岡
山
県
の
出
身
。

旅
行
雑
誌
編
集
者
、
ス
ペ
イ
ン
で

の
日
本
語
教
師
、
お
届
け
酵
母
パ

ン
屋
な
ど
多
彩
な
職
歴
を
経
て

協
力
隊
員
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
小
規
模
多
機
能
介
護

事
業
所
『
夢
ふ
う
せ
ん

の
の

か
』
及
び
同
事
業
所
の
本
岐
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
（
４
月
開
設
予
定
）

で
活
動
す
る
予
定
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
藤
原
さ
ん
に
辞
令
交
付

▲式の最後に全員で記念撮影

税制改正により、軽自動車と小型・普通自動車との間の税負担水準格差の

見直しと、グリーン化を進める目的で、軽自動車税の標準税率の改正が行わ

れました。

津別町の軽自動車税も税条例改正により下記のとおり改正されました。

◆主な内容（登録年、燃費基準により細分化されました）

《４輪の軽自動車》 （単位：円）

※臼、渦、嘘のグリーン化特例対象車は新規取得の4輪の軽自動車のみ

ɡ お 願 い ɡ

軽自動車税は4月1日の所有者に課税されます。廃車・名義変更のお手続きは

お早めにお願いします。

問い合わせ先 住民企画課 税務収納グループ 緯76－2151（内線220、221）

改正後

現行税率車種区分

初年登録後
13年経過車
（H14年以前
の登録車）
＊重課税率

H27.4.1以降新規登録車

H27.3.31ま

での登録車
電気自動車

等嘘

H32年度燃費

基準+20％

達成車渦

H32年度

燃費基準

達成車臼

右の

臼、渦、嘘

以外の車両

12,9002,7005,4008,10010,8007,2007,200自家用
四輪乗用車

8,2001,8003,5005,2006,9005,5005,500営業用

初年登録後

13年経過車

電気自動車

等嘘

H27年度燃費

基準＋35％

達成車渦

H27年度燃費

基準+15%

達成車臼

右の

臼、渦、嘘

以外の車両

H27.3.31

までの登録

車

現行税率車種区分

6,0001,3002,5003,8005,0004,0004,000自家用
四輪貨物用

4,5001,0001,9002,9003,8003,0003,000営業用

改正後現行税率車種区分

2,0001,00050㏄以下

原動機付自転車
2,0001,20050㏄超90㏄以下

2,4001,60090㏄超125㏄以下

3,7002,500ミニカー（3輪以上20㏄超50㏄以下）

3,6002,400軽二輪（125㏄超～250㏄以下）

6,0004,000二輪の小型自動車（250㏄超）

2,0001,600農耕作業用
小型特殊自動車

5,9004,700その他

3,0002,400専ら雪上を走行するもの

《原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等》 （単位：円）



昨
年
４
月
か
ら
津
別
病
院
の
薬
局

に
勤
務
し
て
い
る
坂
井
浩
介
さ
ん
。

薬
剤
師
と
し
て
、
外
来
や
入
院
患
者
の

処
方
薬
を
調
合
し
て
い
ま
す
。

石
狩
市
出
身
の
坂
井
さ
ん
は
札
幌

国
際
情
報
高
校
か
ら
北
海
道
医
療
大

学
薬
学
部
に
進
学
し
、
４
年
間
の
勉
強

を
経
て
、
薬
剤
師
の
国
家
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。

薬
剤
師
を
志
望
し
た
の
は
高
校
時

代
か
ら
で
、
親
類
や
知
り
合
い
な
ど
身

近
に
薬
剤
師
が
い
た
た
め
、
仕
事
と
し

て
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
も
う
一
人
の
薬
剤
師
の
方
と

二
人
体
制
で
病
院
の
薬
局
業
務
を

担
っ
て
い
る
坂
井
さ
ん
。
仕
事
を
す

る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
待
ち

時
間
を
な
る
べ
く
短
く
す
る
こ
と
と
、

薬
に
関
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
こ
と
。

「
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し

て
薬
局
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」
と
、
仕
事
へ
の
意
気

込
み
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
薬
剤
師
に

坂
井

浩
介

さ
ん

さかい こうすけさん／昭和62年３月生まれ、津別病院

勤務

これからの時期はノロウイルスや感染症に注意が必要です。

予防の基本は手洗いです。帰宅時、トイレの後、調理をする際などは念入りに手を洗い

ましょう。また、手荒れの箇所には黄色ブドウ球菌という食中毒菌がいるといわれます

ので、作業の後は手の保湿も忘れずに！

ノロウイルスなどの食中毒や感染症を予防しましょう！

《消毒は次亜鉛素酸ナトリウムで》
家庭にある塩素系漂白剤で消毒液をつくります。拭き取りなど

は500悪にキャップ1～２杯分を、嘔吐物などの袋の中で浸すと

きはキャップ５杯分を入れます。

ただし、揮発するので作り置きはせず、１日程度で使い切ります。

漂白剤を使えないものはアイロンの熱も効果的です。

《調理での加熱は》
ノロウイルスは加熱することで殺菌できます。食材の中心温度

を８５寿以上で90秒以上の加熱するよう厚生労働省から注意喚起

されています。

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はごぼうでした。

今月は、北海道の生産量が全国の大半を占めてお

り、でんぷん、カリウムが豊富に含まれていて、精神を安定さ

せる漢方として昔から使われている真っ白な特産品は？

「
冬
に
な
る
と
父
が
山
仕
事
に
出

て
い
た
の
で
、
兄
弟
で
協
力
し
て
雪

か
き
や
馬
の
世
話
を
し
ま
し
た
」
と
、

懐
か
し
そ
う
に
子
ど
も
の
頃
を
振
り

返
る
浜
口
直
子
さ
ん
。
厳
し
い
自
然

環
境
の
中
で
も
家
族
が
支
え
合
い
な

が
ら
、
明
る
く
た
く
ま
し
く
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

人
兄
弟
の
三
女
と
し
て
恩
根
の

10
農
家
に
生
ま
れ
た
浜
口
さ
ん
は
、
中

学
校
を
卒
業
す
る
と
、
家
業
を
手
伝

い
ま
す
。
父
親
が
積
極
的
に
進
め
て

い
た
農
地
の
開
墾
や
、
農
作
業
に
欠

か
せ
な
い
農
耕
馬
を
飼
っ
て
お
り
、

畑
仕
事
の
他
に
馬
の
世
話
な
ど
も
し

て
い
ま
し
た
。

ま
だ
除
雪
体
制
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
頃
で
、
冬
は
兄
弟
総
出
で
敷

地
や
道
路
の
除
雪
に
あ
た
り
ま
し
た
。

一
度
、
大
雪
の
際
に
路
上
で
雪
に
埋

も
れ
そ
う
に
な
っ
た
馬
を
救
け
出
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、「
あ
の

と
き
の
不
安
そ
う
な
馬
の
鳴
き
声
と

表
情
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い

ま
す
。歳

の
と
き
に
木
樋
に
住
む
浜
口

２４
延
夫
さ
ん
と
結
婚
。
数
年
は
農
業
を

営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

代
に
な
る

30

と
前
後
し
て
夫
妻
で
丸
玉
産
業
に
勤

め
ま
す
。
延
夫
さ
ん
は
乾
燥
、
直
子

さ
ん
は
製
品
の
仕
上
げ
部
門
で
働
き

ま
し
た
。
特
に
延
夫
さ
ん
が
担
当
し

た
乾
燥
工
程
は
、
夜
勤
が
あ
る
な
ど

体
力
的
に
負
担
の
か
か
る
仕
事
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
共
に
定
年
ま
で
勤

め
ま
し
た
。

共
働
き
で
汗
を
流
し
、
一
男
一
女

の
お
子
さ
ん
た
ち
を
育
て
上
げ
た
ご

夫
妻
。
退
職
後
は
旅
行
に
出
か
け
る

な
ど
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
主
人
に
先
立
た
れ
た
後
、
浜
口

さ
ん
は
昨
年
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
生

活
し
て
い
ま
す
。「
こ
こ
で
は
食
事

の
準
備
で
も
何
で
も
し
て
く
れ
る
の

で
、
自
分
で
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
笑
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
で
積
極
的
に
体
を
動
か
す
な

ど
、
健
康
維
持
に
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

良
い
と
い
わ
れ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
、

仲
間
と
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

平
成

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、

２７

２
月

日
（
月
）
か
ら
３
月

日
（
火
）
ま
で

１５

１５

で
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月

日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
け
付

１５

け
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
１
階
税
務
担
当
蔚
番
窓
口

受
付
時
間

午
前
９
時
～

時
、

１２

午
後
１
時
～
５
時

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合
で

来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡

い
た
だ
き
、
夜
間
の
受
付
も
対
応
い
た
し
ま
す

（
午
後
８
時
ま
で
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収
票
（
給

与
、
公
的
年
金

※
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
原
本
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
）、
印
鑑
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
、
生
命

保
険
・
地
震
保
険
・
旧
長
期
損
害
保
険
控
除
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、
領
収
書

を
個
人
ご
と
に
分
け
、
病
院
・
薬
局
ご
と
の
合

計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所

得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
、
申
告
者
名
義
の

銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま

す
。

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

はまぐち なおこさん／昭和９年７月、津別町生まれ

／81歳／達美在住

さ
ん

浜
口

直
子

兄
弟
み
ん
な
で
家
業
を

支
え
る

【454】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp



月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

12

15

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

池
田

湊
く
ん（
豊
永
）

み
な
と

芳
賀

陵
太
郎
く
ん（
旭
町
）

り
ょ
う
た
ろ
う

谷
本

柊
歌
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

し
ゅ
う
か

小
林

鈴
ち
ゃ
ん（
達
美
）

す
ず

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康

医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
３
３
２
）

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
『
第

回
２０

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ
ミ

ナ
ー
』を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
地
域

に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介
し
ま

す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日

時

３
月
１
日（
火
）

午
後
１
時
～
４
時

場

所

北
見
市
端
野
町
公
民
館

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル（
北
見
市
端
野

町
二
区
４
７
１
番
地

）
１１

緯
0
1
5
7
室

室
2
5
1
5

56

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

緯
0
1
5
7
室

室
2
2
5
2

47

昨
年
も
行
わ
れ
た
無
料
登
記
相

談
所
が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま

す
。
土
地
や
建
物
の
登
記
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
が
お
答
え
し
ま

す
。

主
な
相
談
内
容

・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
が
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る

・
子
ど
も
に
譲
り
た
い

・
土
地
の
境
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い

・
ロ
ー
ン
を
完
済
し
た
の
に
担
保
の

登
記
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

・
空
き
家
の
処
分
に
困
っ
て
い
る

日

時

３
月

日（
水
）

16

午
前

時
～
午
後
３
時

10

場

所

津
別
町
林
業
研
修
会
館

１
階
図
書
室
／
２
階
研
修
室

予
約
期
限

３
月

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

11

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

―
２
１
５
１（
内
線
２
２
１
）

７６

第

回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

２０
新
技
術
セ
ミ
ナ
ー

ネットバンキングに係る不正送金事案やオンライン

ショップ詐欺等、サイバー犯罪の被害に遭わないよう

に次の対策を実施しましょう。

・パソコンやスマートフォンにはウイルス対策ソフト

をインストールする

・パソコン基本ソフト（OS）やウイルス対策ソフトは常

に最新の状態にしておく

・身に覚えのない添付ファイルやURLはクリックしない

・不必要なプログラムや、信頼のおけないサイトからプ

ログラムをダウンロードしない

・IDやパスワードは自分自身でしっかり管理し、他人に

教えない、盗まれない

・オンラインショップでの買い物では、そのサイトが本

物かどうかよく確認する

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

《あなたを守るサイバーセキュリティ》

運
転
中
、
突
然
の
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
る
と
、
身
動
き
が
取
れ
な
く

な
り
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
暴
風
雪
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
自
動
車
で

の
外
出
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
、

万
一
に
備
え
て
、
車
内
に
防
寒
着
、

長
靴
、
毛
布
、
ス
コ
ッ
プ
、
け
ん

引
ロ
ー
プ
、
非
常
食
や
飲
料
水
な

ど
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
危
険
な
の
は
、
地
吹
雪
の

た
め
視
界
が
極
端
に
悪
化
す
る

「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
」
で
す
。
数

十
セ
ン
チ
先
も
確
認
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
を
点
灯
さ
せ
停
車
し
、
道
路
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
（
♯
９
９
１
０
）
な

ど
に
救
援
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
間
は
、
風
下
側
の
ド
ア
が

開
く
か
を
定
期
的
に
確
認
し
な

が
ら
、
マ
フ
ラ
ー
の
排
気
口
を
除

雪
し
て
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
完
全
に
雪
に
覆

わ
れ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

毛
布
で
暖
を
取
り
、
救
援
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

豪
雪
で
身
動
き
が

取
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は

住民企画課

住民環境

グループ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
に
よ
る
登
記
相
談

２月は「介護保険料」第５期、
「国民健康保険税」「後期高齢者
医療保険料」第９期の納付月です
納付期ࡠは２月２９඾（月）です

※口座振替をご利用の方は、引落口座の
残高のご確認をお願いいたします。

問い合わせ先 住民企画課税務収納グループ

緯76－２１５１（内線218、２２０、２２１）

津
別
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
月
よ
り
３
か

月
間
施
設
の
利
用
が
可
能
な
期
間

券
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
券
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
中
央
公
民
館
に
て
発
行
い
た

し
ま
す
。
冬
期
間
の
運
動
不
足
解

消
に
ト
レ
セ
ン
で
一
汗
流
し
て
み

て
は
如
何
で
す
か
？

有
効
期
間

発
行
の
日
か
ら
３
か
月
間

料

金
町
内
・
大
人

２
０
０
０
円

町
外
・
大
人

３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

緯

室
２
７
１
３

７６
次
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は

18

20

歳
未
満
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い

20

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
手
続
き
等
不
明
な
点
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

76
国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は

「
電
子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記

録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明

書
の
写
し
」
に
、
有
効
期
間
満
了

日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
電

子
証
明
書
」
の
有
効
期
間
が
過
ぎ

た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
は
、

電
子
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
引

き
続
き
、
電
子
申
告
を
行
う
た
め

に
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
取

得
が
必
要
で
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課

戸
籍
年
金
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

〈
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
？
〉

平
成

年
4
月
１
日
以
降
に
有

25

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労

働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局

労
働
基
準
部
監
督
課

緯
０
１
１
室
７
０
９
室
２
３
１
１

送
り
つ
け
商
法
に
ご
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

家
族
あ
て
に
宅
配
便
が
届
い

た
。
本
人
不
在
だ
っ
た
の
で
、
中

身
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
受
け

取
っ
た
。
本
人
が
帰
宅
し
た
の

で
聞
く
と
、
身
に
覚
え
が
な

い
と
い
う
。
梱
包
を
開
け
る

と
、
健
康
食
品
と
代
金
５
０

０
０
円
の
振
込
み
用
紙
が
同

封
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
対
処

し
た
ら
よ
い
か
。

注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
、

請
求
書
と
一
緒
に
送
り
つ
け
て

く
る
悪
質
商
法
で
す
。
送
り
つ

け
ら
れ
た
側
で
あ
る
消
費
者
が

承
諾
し
な
い
限
り
、
契
約
は
成
立

し
ま
せ
ん
。

商
品
の
梱
包
を
開
い
た
だ
け

で
は
使
用
し
た
こ
と
に
は
な
ら

ず
、
代
金
の
支
払
い
や
商
品
を
返

送
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
間
保
管
し
、
そ
れ
を
過

１４ぎ
れ
ば
処
分
で
き
ま
す
。
一

切
相
手
の
請
求
に
は
応
じ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

身
に
覚
え
の
な
い
荷
物
は
、

確
認
し
て
か
ら
受
け
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
心
配
な

時
は
、
消
費
者
協
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

７～１１ヶ月児（中期・後期）と１歳児～

１歳６ヶ月児（完了期）の保護者を対象に

した離乳食教室を開催します。

教室内容は離乳食の進め方と試食などで

す。気軽に参加してみませんか？

日 時 ２月１６日（火）

・7～11ヶ月児 ９時～１０時１５分

・1歳～1歳6ヶ月児１０時３０分～11時４５分

場 所 町民会館（１階和室、調理研修室）

持ち物 エプロン、持っている方はお子さ

ん用のスプーン、おもちゃ、おんぶひも

参加費 無料 申込締切 ２月８日（月）

※託児あります。参加人数が少ない場合は

教室を中止する場合があります。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

離乳食教室（中・後期、完了期）に
参加しませんか？

農
ト
レ
３
か
月
期
間
券
の

利
用
開
始
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

吹雪の時は家庭でゴミを

保管してください

吹雪などでゴミ収集ができない状

況の時は、ゴミステーションには出

さないで、各家庭で一時保管し、次

の収集日に出すようにしてください。

住民企画課環境衛生担当

緯76－2151（内線217）



《第１部》

基調講演

講師 田口一博氏

（新潟県立大学

国際地域学部准教授）

《第２部》

パネルディスカッション

町内の各種団体の方々にパネラーをお願いし、

『住み続けたい町つべつ』をテーマに、町の活性

化や子育て、まちづくりに関する課題などにつ

いて、率直な思いをディスカッション形式で意

見交換します。

ɟ多くの皆様のご来場をお待ちしていますɟ

主 催 津別町議会

問い合わせ先

議会事務局 緯76－2151（内線265）

今年度の「男の料理教室」は、２月～３月にかけ

て全３回の日程で開催いたします。

料理の苦手な方や、全く包丁を握ったことのない

方でも大丈夫！ この機会にお馴染みのメニューに

挑戦してみましょう。

対象者 町内に在住している60歳以上の男性の方

（一人暮らし・２世帯等、世帯の状況は問い

ません）

参加費 １回300円

講 師 津別町役場 土井ゆかり栄養士

《開催日時と予定しているメニュー》

第1回目 ２月24日（水）10時～ 豚汁 他

第2回目 ３月２日（水）10時～ 唐揚げ 他

第3回目 ３月９日（水）10時～ 鮭のちゃんちゃ

ん焼き 他

会 場 町民会館

※いずれか都合のつく日、もし

くは挑戦してみたいメニューの

日だけの参加もＯＫです。

申し込みは各回1週間前まで

にお願いいたします。

申し込み・問い合わせ先

津別町社会福祉協議会 緯76－1161

『住み続けたい町つべつ』

午後６時～
中央公民館 講堂

ĳ࠮Ĳĸ日ĩକĪ

まちづくり
地域おこしフォーラム

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の

救
助
・
救
出
等
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関
で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
活
動

し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。

○
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢

歳
以
上
の
心
身
と
も
に

18

健
康
な
人

○
ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署

緯

室
２
１
８
９

７６

※
知
り
合
い
に
消
防
団
員
が
い
れ

ば
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
担
い
手

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

消

防

団

員

募

集

「男の料理教室」を開催します

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

臼納付書又はクレジットカードで前納さ

れた場合

前納区分 割引額

１年分前納 １年分で3,320円

６カ月分前納 ６カ月分で760円

渦口座振替で前納された場合

前納区分 割引額

2年分前納 2年分で15,360円

１年分前納 1年分で3,920円

６カ月分前納 ６カ月分で1,060円

嘘毎月（早割）だと50円の割引額に！

（納付期限よりも１ヶ月早く口座振替）

臼渦の割引額は、平成２7年度の額です。

平成2８年度の割引額はまだ未定です。

※また､6カ月分前納は上期（4～9月分）

下 期（10～翌年3月分）となります。

国民年金保険料の前納には、事前の申

し込みが必要です。なお「１・2年分前納」

と「上期６カ月分前納（４～９月分）」の

申し込み期日は２月末です！

＝前納のお申し込み・お問合せ先＝

北見年金事務所 国民年金課

緯０１５７－２５－９６３５

前納でおトクな割引を

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち
る
こ
と
で
、
歩
行
者
が

ケ
ガ
な
ど
を
し
な
い
よ
う
次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
気

温
の
高
い
日
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物
に
は
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
丈
夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

２
、
雪
の
滑
り
止
め
が
あ
っ
て
も
、
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど

が
さ
び
つ
い
た
り
し
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検
し
て
、
悪

い
と
こ
ろ
は
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
は
、
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
と
き
、
特

に
マ
イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
位
に
な
っ
た
と
き
に
落
ち
や
す
く

な
り
ま
す
。
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
注
意
を
す
る
と
共
に
、

早
め
に
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
突
出
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
は
、
少
し
で
も
危
険
で
す
。
付
着
し
た

雪
や
氷
は
、
こ
ま
め
に
取
り
除
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
な
ど
の
敷

地
内
の
雪
は
絶
対
に
道
路
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

６
、
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

７
、
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子

供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
５
１
）
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「സঌ࢐೒ζΑΗーίρϋ」の
ॐ定̫࢜ͅて

ご意見を募集い̹します

北海道では、北見網走都市圏（北見市、網走市、美幌町、津

別町、訓子府町、置戸町、大空町の２市５町）と協働のもと、

圏域における将来の交通のあり方を示す「都市交通マスタープ

ラン」の策定に向けて、関係機関、関係市町等と共に検討を重

ね、「都市交通マスタープラン」の素案を作成しました。

そこで、津別町にお住まいの皆様からのご意見を本マスター

プラン策定の参考とさせていただきたいことから、皆様からの

ご意見を募集いたします。

○意見募集期間

２月15日（月）から３月15日（火） ※必着

○資料の入手方法等

素案、意見書の提出先及び提出方法などの資料については、

意見募集期間中に北海道のホームページ

（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/tki/koutsuu_mp.htm）

に掲載される他、次の場所での閲覧及び配布を行います。

・津別町建設課道路車両グループ

・オホーツク総合振興局行政情報コーナー

・北海道建設部まちづくり局都市計画課区域・施設グループ

（道庁10階）

・北海道行政情報センター（道庁別館３階）

問い合わせ先 建設課道路車両グループ

緯76－2151（内線251）


